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目的　各種 予ヽンフ･ンの食品と。して<n加X. には水､玄加えて力口熱（j､化し消化 しや すく す

る工程 か含まMX  ＼) る。 これIt 常圧の下Tヽヽ I* 7)ヽな りの時闇 左要 す3  が舷 々It A ダリエ

ー式押出柵 亡俊凧し加斥加蝕す3   こK にtこり きibめ■? 短時?i＼ にI* とんと･（ﾒ、化 し7i デこ

ﾌ・こ。麺t 製造 することが?・き た。樗5  貳た麺|よ吃のま〉食 用可れて･為 る゙。 製造 後・ 趣

燥 条ｲ牛によ5 楚化 の程 嵐な5  びに消化 今 につ>) て検討 すること右目的 乙 むtz。
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り法 て・調 製 した。 〒"ン フ・こ,麺|戈た 在"i に8O'c  て■･ 真空乾 賤 し〒･シケ ークー 中に 保 存 し在。

これ1; の試料 に-7   きX  線 回折I-- ぷ，3 恥 ＆楠 造 の袈化。1'リレ コT  ミ ラ- セ'玄哨ii てφ 化

度の測^  (s・，・￥ 一小o^^ はi 還元魅。!t.l;)£行 なn  乾緩 参件 と消 化 布 の聞 係 官細々 在。

鋒 果　 暁 ？ヽ ^ フ■ ン*  び` 宛全・ 化 デ･ン-;・ンt.  押 出 楸,に* ･ ， － 造レ 臭を乾 燥 した 麺。 χ

IS. a %   ・，結 果It   ・ 〒”ンフ･ふの鶴＆ ピ ー1    がH. と んと;`消 失 し 兜を 貳 化 ？ ンフ・ンに追,蛸i--i咤

A－109ニ，三の台所用品の遥浮に関 す釧訃蛋白 貧訂
浦 県甲南高^ 早川着彦　滋ず県短ﾒこ　野瀬勢 子　藤びﾇ!子　川群ヱ純

臼ﾜ　 理浄の漸口 吻 果に関 する報 告ぼ教多くみ･少れれ こう でヽ`あゐ祀 殊にず性

姥剤にょゐ効果びど`ぱ叡告によ ク衆り 異ヽ諦 のあい こタ 晒 る，浦考") (f その事実

ゐ'よび姥浄の実態にフいて知ろう（ ニレ三の台所単品を用い, 細討 卵 追求ずるz

ロ=S.  I) 芳子・ 理浮効果を調 べた。
方宏　ダワル フ･k y 類：求鳶で濠期閉葎 用ざれていたヌ六 六 砂n ズダンダ，

釦 甲タワバ ブ々ンき条 々署,面的に伺零に分割(,, i-f  却に■? さ茅葺颯 水為f
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が必高爺癖てヽ，^^ 幸がこれiご次ぎし 刺彭抄 出 よゐ効果ぽみ^ れないれhiﾚ ヽ
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